








要約:東北,東海，九州の 3地域を住所地とする409,679 人の 1989 年出生児を対象として、

乳児死亡に関する死亡診断書と出生証明書とのレコードリンケージ研究を実施した。「原

因不明の突然死」は、105 人(出生児十万人対死亡率:25.6)であった。関連する出生時要

因とて、低出生体重,男児,母が若年齢,遅い出生順位,非嫡出子で高い死亡リスクが認めら

れた。遅い出生順位,非嫡出子,若年齢の母といった育児環境と関わる特性の関連が示唆さ

れたことから、これらの側面を配慮した母子保健対策の一層の推進が必要と考えられた。


